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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境問題に対する関心の高まりや産業廃棄物の法規制強化によ

り、木材産業における残廃材の再資源化技術は一段と重要性を増

した。本研究では、木材加工工場の残廃材再資源化技術として、

木材小片を原料とする建築用断熱パネルの開発に着手した。考案

した断熱パネルの外観を写真に示すが、主な特徴は、①バインダ

レス成形、②施工の簡略化、③解体および再資源化の容易性であ

る。現在、断熱性に関する基礎研究が終了し、実大試作品をモデ

ルハウスに設置して、施工性および断熱性を検証する段階となっ

ている。 
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